
電気通信分野が担う役割は、情報通信技術による社会インフラの安全・安心の実
現です。当グループでは、ダム管理制御処理設備、水門・陸閘等の自動化・遠隔操
作化、受変電設備、トンネル照明・非常警報設備、ラジオ再放送設備、多重無線
設備、放流警報設備等の調査・設計業務を行っています。多方面における分野に
おいて、経済性や安全性、維持管理性などに優れた最適な設計をしております。

ダム管理用制御処理設備の新設・更新設計
◎ダム固有の条件を抽出し、機能を選定します。
◎機能に対して、必要な処理仕様を決定します。
◎機能、処理に必要な装置を経済性、操作性、
維持管理性などから検討し、選定します。

◎選定した装置をもとに各種装置との接続方法を
含め、全体システム構成を練り上げていきます。

◎決定した機能、装置内容、表示画面、最新の
技術動向をふまえて機器仕様書を作成します。

◎システム構成をもとに各装置の配置や配線種・
ルートの選定、設置方法（耐震計算）などを
考慮して設計図面、数量計算書を作成します。

◎機器仕様書、設計図面等をもとにシステム全体
にかかる予算を算出します。

◎更新設計の場合、現地確認により既設状況を
把握し、改善事項等について提案を行います。

※≪ダム管理用制御処理設備とは≫ダム管理所で放流設備（ゲートやバルブ）を操作規則等に基づいて確実、容易に操作、管理する
ために、演算処理や放流設備の操作、支援を行うための設備であり、複数の装置（機能）で構成されている。
※≪ダム管理用制御処理設備の今後のビジョン≫近年の異常気象等による災害時において、ダム管理所への経路が途絶した場合の
バックアップとして遠隔地（ダムから離れた施設）から操作を行えるように異常事態時の危機管理上の手段として検討が進められている。

水門・陸閘等の自動化・遠隔操作化
◎基本設計の段階で将来の維持管理費の増大
を踏まえた自動化・遠隔操作化を行う施設の統
廃合計画を実施します。
◎施設の規模や利用状況、立地条件等に対して
最適な設備構成や配置、通信回線等の選定を
行います。
◎通信回線の選定においては、光ケーブルや様々
な周波数帯の無線回線、衛星やMCA、LPWAな
ど幅広い特徴を持った回線の比較検討を行います。
◎自動化・遠隔化に必要となる扉体の電動化や
挟まれ防止スイッチの設置、走行モータのサイズアッ
プなど機械設備の改造設計を行います。
◎遠隔地での人の操作による閉鎖はもちろんのこと、
Jアラートや地震計などの信号を受信することにより
自動で閉鎖を開始するなど、確実な閉鎖を実現す
るシステムを設計します。

※上記は、東日本大震災で津波被害を受けた九十九里沿岸に整備された陸閘・樋門自動閉鎖システムの設計事例です。橋梁部に
設置した河川陸閘12基、海岸部に設置した海岸陸閘7基、河川樋門3基の自動化・遠隔操作化を行いました。２箇所の土木事務所か
ら閉鎖信号の発信が可能で光回線、衛星回線、無線LAN、LPWAなどの通信回線を用い、車両迂回のための電光表示板やエアー遮
断機、閉鎖周知のスピーカ音声や回転灯を順次起動することにより迅速に歩行者や車両を避難させ、津波到達前に確実に閉鎖します。
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◆◆ 電気通信グループの主な業務実績

https://www.newjec.co.jp
TEL. 06-6374-4041 電気通信グループ統括 仙石 篤嗣

Mail: sengokuts@newjec.co.jp

お問い合わせ・ご質問につきましては以下までお願いいたします

受変電設備新設・更新設計
◎道路、河川、ダム、港湾、公園等、土木インフ
ラに必要な受変電設備を設計します。
◎負荷設備の特性に応じて、機能、経済性、
維持管理、安全、環境を総合的に検討し、
最適な機器構成を構築します。
◎新設設計の場合、他設備設計の知見を生かし、
対象設備の規模・用途等から負荷を想定します。
◎更新設計の場合も、他設備設計の知見を生か
し、負荷調査を実施します。
さらに、現状の問題点を抽出し、改善策を提案
し、信頼性の高い設備を設計します。
◎特別高圧から低圧まで設計可能です。
◎非常用発電設備についても、同様に負荷調査
を実施した上で、設備規模を想定します。

※「特別高圧受変電設備(博覧会)」は、77kVの電力をC-GISで受電し、主変圧器にて6.6kVに変圧したものを会場内に配電したもので、
配電設備を含めて当社が設計を実施しました。
設計に当たっては、博覧会が短期間であることを考慮し、環境に配慮して、多くの機器をリユースス・レンタルする想定で設計しました。
また、配電線路はπ分岐によるループ構成とし、信頼性向上とコスト縮減を両立しました。

発注者 業務名 工 期 キーワード

ダム管理

東北地方整備局
能代河川国道事務所 森吉山ダム遠隔操作実施検討業務 R5.7～R5.12 ダム・堰放流制御設備 ダム管理用制御処理 遠隔監視

制御装置 遠隔操作 ＣＣＴＶ設備 無停電電源設備

静岡県下田土木事務所 令和３年度 青野大師ダム堰堤改良事業に
伴う設計業務委託 R4.2～R4.11 ダム管理設備更新設計 ダム放流警報設備設計 テレメー

タ設備 ＣＣＴＶ設備設計 水位観測設備 無人航空機

長崎県長崎振興局 本河内高部・低部ダム情報基盤整備工事(設計) R3.9～R4.5 ダム・堰放流制御設備 ダム管理設備更新設計 放流警報
設備 テレメータ設備 遠隔監視制御装置

兵庫県淡路県民局
洲本土木事務所

(二)三原川水系 諭鶴羽川 諭鶴羽ダム他管理設
備更新設計 R3.3～R4.3 ダム管理設備更新設備 ダム・堰放流制御設備 多重無線

設備 受変電設備 予備発電設備 ＲＣ造建築物

水門
・
陸閘

神戸市港湾局 神戸港 水門・陸閘等遠隔操作・監視設備工事
実施設計(その6) R4.11～R5.3 陸閘遠隔操作 電波伝搬試験 津波防災 陸閘 水門

神戸市港湾局 神戸港 水門・陸閘等遠隔操作・監視設備工事
実施設計(その5) R3.11～R4.7 陸閘遠隔操作 電波伝搬試験 津波防災 陸閘 水門

宮城県気仙沼土木事務所 長須賀地区海岸樋門遠隔設備等詳細設計 R2.5～R2.10 樋門遠隔監視制御 遠方監視制御装置 予備発電設備
設計 無停電電源設備 津波対策 津波防災

千葉県山武土木事務所 広域河川改修(復興)および海岸基盤整備(復興)
合併委託(陸閘自動化詳細設計その2) R1.11～R2.3 陸閘遠隔操作 電動式陸閘 津波防災 衛星通信 遠隔

監視制御装置 津波対策 情報配信システム

受変電

宮城県大崎地方ダム
総合事務所 上大沢ダム受変電設備改良設計業務委託 R5.3～R5.12 予備発電設備 受配電設備 電源設備 衛星通信

岩手県県北広域振興局 滝ダム堰堤改良（管理設備等更新）詳細設計業
務委託 R4.3～R5.1 受変電設備 予備発電設備 照明施設 地震計 電気配

管配線

山形県村山総合支庁建設部 令和３年度(明許)ダム整備事業(防災安全・堰堤
改良・経済対策)蔵王ダム電源設備外更新設計 R4.3～R4.12

予備発電設備 受変電設備 照明設備 配電線路 設備
更新

公益社団法人2025年
日本国際博覧会協会 2025年日本国際博覧会電気設備設計業務 R3.4～R4.4 特別高圧受変電施設 予備発電設備設計 配電線路 遠

隔監視制御装置 集中監視制御

特別高圧受変電設備(博覧会) 高圧受変電設備(ダム)

高圧受変電設備(公園) 非常用発電設備(トンネル)
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